
申請団体のデータ （グループ名簿、助成金要望額内訳は割愛しています） 

CAP しなの  新規 
グループ概要  

  結成年月 H16.6  

  構成員数（うち50歳以上） 14(14)名  

活動市町村 中南信 

代表者 小林 みち子 

担当者 風間 真由美 

 

【将来計画】 

＜２年目の事業計画＞ 

・助成事業   

ワークショップ人形 １セット制作。（５体） 

ワークショップ掲示物１セット制作 

15年間使用していたみがひどくなった人形・掲示物を作り

替える。 

（初年度に制作のものと合わせて２セット使用できる） 

・未就学ワークショップを計画、実施する。 

・未就学ワークショップ研修（外部講師） 

 新メンバーの確保、グループ内メンバー研修 

・未実施の地域に働きかけ、更に多くの子どもたちに伝える。 

 

＜３年目の事業計画＞ 

・実施していない園で未就学ワークショップを計画する。 

 ・ワーク実施メンバーの養成、研修を行う（外部講師）。 

【事業実施により地域に期待される効果】 

・ワークに参加して、子どもたちは「自分が大切な人間だ」

と気付く。 

なんとなく「怖い」と感じていた暴力について、自らを守

れる方法があることを知り、自信を持つ。 

相談すること、また友達を助けることが大切と知る。 

・継続して CAP ワークショップを実施することにより地域の

子どもたちの安心な人間関係づくりに寄与する。 

・子どもと子どもに関わる大人への啓発により、大人と子ど

も間での暴力防止意識が高い地域、学校、幼、保育園づく

りの一助となる。 

・大人、子どもの人権尊重 意識の向上を図るお手伝いをし

たい。 

 

----------------------------------------------------- 

【平成29年度当該事業費内訳】 

助成金要望額 100,000円 

助成金以外の収入 50,000円 

総事業費 150,000円 

 

  

   

【事業名】 

こどもへの暴力防止プログラム 

「CAPこどもワークショップ」を未就学児に届けよう 

【事業の種類】 

子ども世代や若年層を対象とした交流・支援 

中高年グループが主体となった地域づくり、社会貢献活動 

【これまでの活動内容】 

子どもへの虐待、暴力防止プログラム「CAPワークショップを実

施することとして立ち上げ。 

諏訪、伊那、松本地域の小学校ワークショップから始め、平成

21年度からは塩尻市の小学校ワークショップ委託を受け、子ども、

おとなワークショップを実施している。 

ほかに県内児童養護施設のワークショップ他地域でのワークシ

ョップも行っている。 

【事業の目的】 

・保護者からの虐待、不審者からの誘拐、性暴力等、様々な暴力

と無縁でいられなくなっている子どもたち。殊に未就学児童に

伝えるために、教職員、保護者、地域の大人への「CAPワークシ

ョップ」を提供し、安心・安全な家庭、幼、保育園、学校、地

域づくりの一助とする。 

・未就学児童(幼稚園児)に向けて子どもへの暴力防止プログラム

CAPワークショップを実施することにより、子ども自身が暴力か

ら自分を守り、安心して生きられる力を持っていることを知ら

せ、子どもたちの健全な成長に寄与する。 

 

そのための、ワークショップで使用する人形5体を制作する。 

また宣伝、資料用のパンフレットを印刷。製作する。 

【今年度の事業計画】 

幼稚園においてＣＡＰワークショップを行う。 

現在は 1 クラスずつ行う体制で人形劇の人形 1 セットを所持し

ているが、1学年2クラスを実施するため、更に1セット制作し1

日1学年2クラス同時進行でできるようにしたい。 

・ワーク用人形制作 5体（体長７０センチほどの布製） 

未就学児（幼稚園・保育園）向けワークショップにおいて 人

形を使用し「見知らぬ大人からの暴力」から自分を守る方法を

伝える。(1セットは設立時より10年間既に使用している） 

・配布用パンフレット印刷  

教職員用、保護者など大人用400部＠100 

子ども用300部＠100 

・事業計画 

〇幼稚園ワークショップ ２園 

 子どもワークショップ  

各園６クラス2クラス同時進行・・・人形使用 

  保護者ワークショップ（２時間） ２園 

  教職員ワークショップ（２時間） ２園 

〇児童養護施設ワーク 未就学児向け1回 ・・・人形使用 


